
第６年○組 社会科指導と評価の案
日 時： 平成１６年１２月３日（金）公開１
場 所： 北小学校６年○組教室（北舎４階）
授業者： 瓜田 恵美

１．単元名 明治維新をつくりあげた人々 （７／１１）
２．本時の目標
梅村速水が戻れば殺されるかもしれない騒動が起こっている飛騨に政府の命令を破ってまで戻ってきたのは、
県知事として赴任した速水の、飛騨を豊かな国にしたいという決意、自分が取り組んできたことへの自信、全国
が激動している中で自分も活動しているという気概があったからであるということに気づく。
３．本時の評価規準
〈思考・判断〉
梅村速水が騒動の起こっている飛騨に戻ってきた理由を、新しい世の中への理想、政策への自信、全国的な動
乱期だったという視点から考えている。
４．本時の展開
過 学習

学 習 活 動 子どものつまずきに応じた指導・援助程 集団
つ 全体◎騒動が起こっている飛騨に梅村速水が戻ってきたとい
う事実から意識のずれをおこす。か

む Ｓ．自分たちの生活が苦しくなり（山方米・人別米制度 飛騨に戻ると殺 鳶口や火縄銃、
廃止、商法局の設置、郷兵隊）速水に反発していた されるかもしれ 鎌などの実物を
から、速水は帰らなかっただろう。 ないという実感 準備したり、農

Ｓ 政府からも帰ってはいけないと命令が出ているから が持てないため 民が一揆を起こ． 、 、
帰らなかったと思う。 課題に結びつか して攻めてくる

Ｓ．行けば殺されるかもしれないのに、どうして速水は ない。 様子を大きな絵
政府の命令を無視してまで飛騨に戻ったのだろう。 （発言、学習の で示し、課題に
梅村速水が、騒動が起こっている飛騨に戻った 様子で評価） ついて考える足
のはどうしてだろう。 場にする。

追 全体◎課題に対してその理由を予想する。
究 Ｓ．知事としての責任感からだと思います。 資料が選択でき どの資料で調べ
す Ｓ．人々を説得できると思ったのかな。 ないために考え たいか一緒に考
る がもてない。 え、そこから速

個人 （交流の様子、 水の思いを一緒◎資料から課題追究をする。
資料１ 資料２ 資料３ 小集団 ノートで評価） に見つける 「こ。
知事としての 速水の飛騨で 当時の各地の の資料から、速（資料別）
決意の短冊 の功績の抜粋 騒動 水のどんな思い
○資料別に小集団でも交流する。 ペア がわかるかな」（ ）

などの助言を行
深 全体 う。◎調べたことをもとに全体交流をする。
め ○短冊資料より（資料１）
る Ｓ．飛騨を新しい時代の中で豊かな国にしていこうとい
う強い思いがあって、速水は途中で投げ出すことが 資料の内容に気 「戻れば殺され
できなかったんだと思います。 付くが、それが るかもしれない

Ｓ．あきらめたくなかったから、自分の力で何とかしよ 課題と結びつか ことはわかって
うと思い戻ろうとしたと思います。 ない。 いたし、戻って

○功績を書いた資料より（資料２） （ノート、交流 はいけないとい
Ｓ．飛騨の人のことを思ってやったんだから、きっとみ の様子で評価） う命令まで出て
んなに認めてもらえると考えたから戻ったと思いま いたのに戻ろう
す。 とした」ことを

Ｓ．飛騨の人と話し合おうと思い、説得をするために帰 問い返し、そう
ろうとしたと思います。 までして戻った

○全国的な騒動の資料より（資料３） 速水の気持ちを
Ｓ．たくさんの地域で同じように新しい世の中をつくる 一緒に考える。
ためにがんばっているんだ、自分だけではない、と
いう思いから飛騨に戻ったと思います。

資料３から課題 「騒動は飛騨だ
」ま 全体 につながる考え けだったのかな◎子孫の沼田良知さんの話から、自分や仲間の考えを確

と が持てない。 などの切り返しかなものにする。
め 梅村速水は水戸弁でいう「水戸っぽ」だったと思いま （ノート、交流 の発問で、全国
る す。水戸っぽとは一本気で悪いことを徹底的にやっつ の様子で評価） の動きにも目を
ける人のことをいいます。速水も、一度やると決めた 向け、考えにつ
ことは最後までやり通す人だったと思います。 なげることがで

。このことは新しい世の中をつくろうとする精神につな きるようにする
がっていると思います。
○遺愛の碑の写真と内容を示し、飛騨の人たちの気持ち
も知る。 本時のまとめが 板書を確認させ

できないでいる たり、沼田さん。
◎ 個人 ノートで評価 の話を振り返ら本時のまとめと自己評価をする。 （ ）

せたりして、本
梅村速水が騒動が起こっている飛騨に戻ってきたの 時からとらえさ
は 自分が一生懸命取り組んできたことに自信があり せたい内容をキ、 、
飛騨の人と一緒に新しい豊かな国をつくりたかったか ーワードを使っ
らということがわりました。 て書くように促

す。


